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新中間層の教育

需要の高まり 

日本の中国・太平洋

における勢力拡大の

抑制 

国内政治 

米騒動の責任を取り寺内正毅内閣総辞職(1918.9) 

《[a.        ] 内閣
1918～1921

》（与党：立憲政友会） 

① 四大綱領 

  ・高等教育機関の拡充 

  →[b.        ]で私立大学・単科大学を認可 

・鉄道の地方拡充、産業の振興、国防の充実 

⇒大戦景気のもと、積極政策を展開 

② 選挙法改正 

 選挙資格を 3円以上に引き下げ、小選挙区制導入 

 ③ 植民地統治の転換 

 ・朝鮮…文治政治への転換（総督[j.         ]） 

 ・関東州…関東庁と関東軍に都督府を分離 

 ④ 戦後恐慌（1920） 

  →原敬が東京駅で暗殺される 

《[k.             ]内閣
1921～1922

》（与党：立憲政友会） 

 政友会内部の対立によって総辞職 

 

 

 

 

《[p.                ]内閣
1922～1923

》（中間内閣） 

 ① シベリア撤兵（1922） 

 ② 陸軍軍縮（山梨軍縮）・海軍軍縮の実施 

《第 2次[q.                ]内閣
1923～1923

》（中間内閣） 

 ① [r.                ]（1923.9）…戒厳令発令 

  ・朝鮮人虐殺事件・亀戸事件・甘粕事件 

  ・震災恐慌に対して、モラトリアム、震災手形割

引損失補償令による資金供給による救済措置 

  → 帝都復興院の発足（総裁[s.              ]） 

 ② [t.           ]事件（1923.12） 

  無政府主義者難波大助が摂政裕仁を狙撃 

《[u.                ] 内 閣
1924・1～1924・6

》（超然内閣） 

 ① 政友会の分裂…政友本党(床次竹二郎)は清浦支持 

 ② [v.                 ]（1924.1）…清浦内閣打倒 

   憲政会：加藤高明、政友会：高橋是清 

革新倶楽部：犬養毅 

《第１次[w.            ]内閣
1924～1925

》(与党：護憲三派) 

① [x.             ]…全ての満 25 歳以上の男性に選挙権 

  ② [z.               ]…共産主義者の取り締まり 

  ③ 宇垣軍縮（陸相：宇垣一成） 

 

対外関係 

シベリア出兵(1918～1922) 

第 1次世界大戦の終結（1918.11） 

 

➢ [c.     ]講和会議（日本全権:西園寺公望・牧野信顕） 

① 米大統領[d.             ]の平和十四か条 

→ 民族自決、国際平和機構（国際連盟）の設立 

② [e.                  ]条約 

[f.       ]の旧ドイツ権益と 

赤道以北の[g.            ]の委任統治権の獲得 

      民族自決運動の高まり 

・[h.        ]独立運動…朝鮮   

・[i.        ]運動…中国 

 

 

➢ [l.           ]会議（全権：加藤友三郎・幣原喜重郎） 

① [m.          ]条約(米・英・日・仏)…太平洋の現状維持 

→ [n.            ]の破棄 

② [o.        ]条約…中国の領土保全・機会均等 

→石井・ランシング協定破棄・山東省旧ドイツ権益返還 

③ ワシントン海軍軍縮条約 

主力艦保有制限(英米 5:日 3：仏伊 1.67) 

 

 

ソヴィエト社会主義共和国連邦の成立（1922.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[y.             ]条約の締結（1925.1）…日ソ国交樹立 

→幣原喜重郎外相による協調外交の展開 

 

 

政友会は内部対立、憲政会は加藤総裁

が元老から信頼されていなかったた

め、「中間内閣」が続く 
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新中間層の教育

需要の高まり 

日本の中国・太平洋

における勢力拡大の

抑制 

国内政治 

米騒動の責任を取り寺内正毅内閣総辞職(1918.9) 

《[a. 原敬  ] 内閣
1918～1921

》（与党：立憲政友会） 

① 四大綱領 

  ・高等教育機関の拡充 

  →[b. 大学令 ]で私立大学・単科大学を認可 

・鉄道の地方拡充、産業の振興、国防の充実 

⇒大戦景気のもと、積極政策を展開 

② 選挙法改正 

 選挙資格を 3円以上に引き下げ、小選挙区制導入 

 ③ 植民地統治の転換 

 ・朝鮮…文治政治への転換（総督[j. 斎藤実 ]） 

 ・関東州…関東庁と関東軍に都督府を分離 

 ④ 戦後恐慌（1920） 

  →原敬が東京駅で暗殺される 

《[k. 高橋是清   ]内閣
1921～1922

》（与党：立憲政友会） 

 政友会内部の対立によって総辞職 

 

 

 

 

《[p. 加藤友三郎   ]内閣
1922～1923

》（中間内閣） 

 ① シベリア撤兵（1922） 

 ② 陸軍軍縮（山梨軍縮）・海軍軍縮の実施 

《第 2次[q. 山本権兵衛  ]内閣
1923～1923

》（中間内閣） 

 ① [r. 関東大震災  ]（1923.9）…戒厳令発令 

  ・朝鮮人虐殺事件・亀戸事件・甘粕事件 

  ・震災恐慌に対して、モラトリアム、震災手形割

引損失補償令による資金供給による救済措置 

  → 帝都復興院の発足（総裁[s. 後藤新平  ]） 

 ② [t. 虎の門  ]事件（1923.12） 

  無政府主義者難波大助が摂政裕仁を狙撃 

《[u.  清浦奎吾    ] 内 閣
1924・1～1924・6

》（超然内閣） 

 ① 政友会の分裂…政友本党(床次竹二郎)は清浦支持 

 ② [v.第 2次護憲運動 ]（1924.1）…清浦内閣打倒 

   憲政会：加藤高明、政友会：高橋是清 

革新倶楽部：犬養毅 

《第１次[w. 加藤高明   ]内閣
1924～1925

》(与党：護憲三派) 

① [x. 普通選挙法  ]…全ての満 25 歳以上の男性に選挙権 

  ② [z. 治安維持法  ]…共産主義者の取り締まり 

  ③ 宇垣軍縮（陸相：宇垣一成） 

 

対外関係 

シベリア出兵(1918～1922) 

第 1次世界大戦の終結（1918.11） 

 

➢ [c. パリ ]講和会議（日本全権:西園寺公望・牧野信顕） 

① 米大統領[d. ウィルソン  ]の平和十四か条 

→ 民族自決、国際平和機構（国際連盟）の設立 

② [e. ヴェルサイユ   ]条約 

[f. 山東省 ]の旧ドイツ権益と 

赤道以北の[g. 南洋諸島 ]の委任統治権の獲得 

      民族自決運動の高まり 

・[h.三・一  ]独立運動…朝鮮   

・[i.五・四 ]運動…中国 

 

 

➢ [l. ワシントン  ]会議（全権：加藤友三郎・幣原喜重郎） 

① [m. 四か国  ]条約(米・英・日・仏)…太平洋の現状維持 

→ [n. 日英同盟  ]の破棄 

②[o. 九か国 ]条約…中国の領土保全・機会均等 

→石井・ランシング協定破棄・山東省旧ドイツ権益返還 

③ワシントン海軍軍縮条約 

主力艦保有制限(英米 5:日 3：仏伊 1.67) 

 

 

ソヴィエト社会主義共和国連邦の成立（1922.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[y. 日ソ基本  ]条約の締結（1925.1）…日ソ国交樹立 

→幣原喜重郎外相による協調外交の展開 

 

 

政友会は内部対立、憲政会は加藤総裁

が元老から信頼されていなかったた

め、「中間内閣」が続く 

 


